
　3月 14日、ビート播種作業が 3
集団坂野和弘さんのハウスで行われ
ました。取材に行くと 8集団石川
英郷さん家族も共に作業していて、
父の時春さんは「石川さんとは40
年以上も前から一緒に作業している
んだ」と笑顔で話してくれました。
世代が変わり機械化が進んでも協力
し合う繋がりを感じました。
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第 66 回通常総会

社会情勢の大きな変動
　今こそ原点にかえり
　　協同組合精神を考える

　春の日差しが強くなり、徐々に雪解けが進む４月８日、「第 66 回通常総会」が清里町生涯学習センター
において 181 名（本人 98 名、代理 28 名、書面議決 55 名）出席のもと開催されました。
　当日の提出議案は、定款の一部変更について、肥料協同購入積立金（定款第 63 条に定める任意積立金）
の積立目標額変更について、平成 26 年度事業計画の設定について等、全９議案で全議案原案通り承認
されました。
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を
与
え
、
地
域
経
済
を
衰
退
さ
せ
る
ば

か
り
か
、
国
家
主
権
を
も
揺
る
が
し
、

国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
危
機
に
陥
れ
る

可
能
性
を
含
ん
で
い
る
事
、
ま
た
衆
参

両
院
農
林
部
会
の
国
会
決
議
が
守
ら
れ

な
い
な
ら
即
時
脱
退
す
る
様
、
引
き
続

き
強
く
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

農
協
事
業
で
は
、
第
８
期
４
ヶ
年
計

画
に
あ
る
、
深
層
ば
っ
気
処
理
施
設
が

清
里
町
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
農

山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
交
付
金

事
業
を
活
用
し
、
３
基
増
設
す
る
事
が

出
来
た
。
処
理
能
力
は
基
存
施
設
も
含

め
５
倍
の
能
力
と
な
り
、
有
効
な
液
肥

と
し
て
畑
地
に
還
元
す
る
事
と
な
り
臭

気
対
策
も
含
め
て
期
待
し
て
い
る
。　

　

ま
た
、
麦
作
関
係
で
は
コ
ン
バ
イ
ン

５
台
の
更
新
も
実
施
し
、
作
業
能
力
の

改
善
を
計
り
、
更
に
24
年
度
補
正
事
業

に
よ
る
、
大
豆
・
麦
等
生
産
体
制
緊
急

整
備
事
業
で
26
年
度
の
麦
作
事
業
に
お

け
る
コ
ン
バ
イ
ン
４
台
を
リ
ー
ス
事
業

の
採
択
を
頂
き
３
月
に
納
車
し
た
。
26

年
度
の
麦
作
運
行
に
お
い
て
は
十
分
な

能
力
を
保
持
す
る
事
と
な
っ
た
。
今
年

度
は
８
期
４
ヶ
年
計
画
の
最
終
年
で
あ

り
、
次
期
中
期
計
画
策
定
に
向
け
、
課

題
を
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｊ

Ａ
理
念
の
実
現
に
向
け
、
人
材
育
成
と

個
々
の
能
力
開
発
を
図
り
、
働
く
意
欲

を
う
み
出
し
、
生
き
が
い
の
あ
る
職
場

づ
く
り
を
す
る
事
か
ら
、
能
力
主
義
人

事
管
理
制
度
の
構
築
に
取
り
組
む
事
と

　

今
年
度
の
総
会
は
９
時
に
笹
渕
参
事

の
開
会
宣
言
に
続
き
、
出
席
者
全
員
の

Ｊ
Ａ
綱
領
朗
唱
に
よ
り
例
年
通
り
始
ま

り
ま
し
た
。

　

居
城
組
合
長
は
「
平
成
26
年
か
ら
の

新
た
な
経
営
所
得
安
定
対
策
に
お
け
る

主
要
３
作
物
は
交
付
金
基
準
値
、
数
量

払
単
価
も
改
善
さ
れ
、
畑
作
地
帯
に
お

い
て
は
明
る
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
を
正
式
に

表
明
し
て
か
ら
１
年
が
過
ぎ
、
参
加
閣

僚
級
会
合
で
大
筋
合
意
に
至
ら
ず
、
市

場
ア
ク
セ
ス
、
知
的
財
産
、
国
有
企
業

等
の
分
野
で
大
き
な
課
題
の
あ
る
事
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
農
林
水
産
業
に
大
打
撃

　

２
月
21
日
青
年
部
・
25
日
女
性
部
の

総
会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、
平
成
26

年
度
の
役
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

★
平
成
26
年
度 

清
里
町
農
協
青
年
部
役
員

部

長　
大
町　
敏
隆（
第
５
集
団
）

副

部

長　
佐
久
間
伸
幸（
第
３
集
団
）

　

　
吉
田　
和
徳（
第
４
集
団
）

農
政
部
長　
石
川　
　
学（
第
７
集
団
）

農
政
副
部
長　
桑
名　
達
也（
第
８
集
団
）

農
畜
産
部
長　
湯
浅　
尚
樹（
第
２
集
団
）

農
畜
産
副
部
長　
中
村　
弘
樹（
第
９
集
団
）

　

　
宍
戸　
勇
太（
第
１
集
団
）

会

計　
枝
崎　
達
夫（
第
４
集
団
）

書

記

長　
西
舘　
昌
宏（
第
10
集
団
）

書

記　
田
邊　
有
人（
第
８
集
団
）

監

事　
中
西　
隼
人（
第
７
集
団
）

　

　
高
橋　
靖
法（
第
１
集
団
）

★
平
成
26
年
度 

Ｊ
Ａ
清
里
町
女
性
部
役
員

部

長　
成
戸　
貴
子（
第
１
集
団
）

副

部

長　
田
邊　
千
鶴（
第
８
集
団
）

　

　
森　
　
善
子（
第
４
集
団
）

書

記　
熊
谷　
千
里（
第
７
集
団
）

会

計　
安
原
多
美
子（
第
９
集
団
）

営
農
生
活
部　
塩
澤　
美
穂（
第
１
集
団
）

　

　
早
川
ゆ
か
り（
第
２
集
団
）

文
化
体
育
部　
柳
谷
亜
紀
子（
第
３
集
団
）

　

　
佐
藤　
　
薫（
第
10
集
団
）

監

事　
大
塚　
菊
枝（
第
５
集
団
）

　

　
樫
村　
知
子（
第
６
集
団
）

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
長　
坂
野
真
生
子（
第
３
集
団
）

ア
カ
シ
ヤ
部
会
長　
二
俣　
啓
子（
第
２
集
団
）

し
て
い
る
。
ま
た
、
持
続
可
能
な
清
里

町
農
業
の
実
現
に
向
け
、
協
同
組
合
の

理
念
の
も
と
、
組
合
員
が
Ｊ
Ａ
に
結
集

す
る
事
こ
そ
、
大
き
な
力
と
な
る
と
考

え
て
い
る
。

　

社
会
情
勢
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
時
だ
か
ら
こ
そ
、
我
々
組
合

員
、
Ｊ
Ａ
も
初
心
に
か
え
り
、
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
現
在
の
潮
流
に
屈

す
る
事
と
な
る
。
一
人
は
万
人
の
た
め

に
、
万
人
は
一
人
の
た
め
に
の
協
同
組

合
精
神
を
今
一
度
考
え
る
時
で
あ
る
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
櫛
引
町
長
、
村
尾
町
議
会

議
長
、
各
連
合
会
を
代
表
し
Ｊ
Ａ
北
海

道
信
連
北
見
支
所
武
田
忠
義
支
所
長
よ

り
ご
挨
拶
を
頂
き
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

議
長
団
に
は
、
第
２
営
農
集
団
横
川

光
輝
さ
ん
、
第
６
営
農
集
団
桑
島
義
幸

さ
ん
の
両
氏
が
選
任
さ
れ
、
議
長
団
を

代
表
し
て
、
桑
島
さ
ん
が
挨
拶
し
議
案

審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　

議
長
団
の
ス
ム
ー
ズ
な
議
事
進
行
に

よ
り
全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
横

川
さ
ん
の
退
任
挨
拶
の
後
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

等
国
際
貿
易
交
渉
か
ら
北
海
道
を
守
り

抜
く
」
決
議
を
満
場
一
致
で
採
択
し
、

石
井
専
務
の
閉
会
挨
拶
で
11
時
39
分
に

終
了
致
し
ま
し
た
。

左より議長団の第６営農集団桑島義幸さんと
第２営農集団横川光輝さん
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議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案
『
平
成
25
年
度
活
動
経

過
報
告
に
つ
い
て
』
の
町
内
対
策
は
各

専
門
委
員
長
か
ら
、
そ
の
他
は
局
長
か

ら
説
明
。
第
２
号
議
案
『
平
成
25
年
度

会
計
収
支
決
算
の
報
告
に
つ
い
て
』
は

前
橋
賢
一
書
記
長
よ
り
説
明
。
引
き
続

き
佐
々
木
栄
監
事
よ
り
『
決
算
監
査
報

告
』
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
拍
手
に
よ
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

  

第
３
号
議
案
『
平
成
26
年
度
運
動
方

針
（
案
）
に
つ
い
て
』、
続
い
て
、
第

４
号
議
案
『
平
成
26
年
度
収
支
予
算

（
案
）』
及
び
『
賦
課
金
徴
収
（
案
）
に

つ
い
て
』
も
拍
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
即
時
脱
退
及

び
『
国
際
家
族
農
業
年
』
を
踏
ま
え
た

「
真
の
農
政
改
革
」
の
実
現
を
求
め
る

特
別
決
議
（
案
）」
が
赤
松
副
委
員
長

よ
り
提
案
、
拍
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
議

事
の
全
て
が
終
了
し
ま
し
た
。                  

　

森
修
議
長
の
退
任
の
挨
拶
の
後
、
閉

会
に
当
た
り
、
柳
谷
克
彦
副
委
員
長
よ

り
、「
農
民
連
盟
の
組
織
活
動
は
盟
友

皆
様
の
意
見
を
基
に
推
進
し
て
い
く
の

で
、
現
場
の
意
見
を
で
き
る
だ
け
運
動

に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。」
と
挨
拶
が
あ
り
、午
後
４
時
15
分
、

新
輪
勝
信
税
対
策
専
門
委
員
長
の
閉
会

宣
言
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

人
氏
が
、
書
記
に
は
清
里
町
農
協
経
営

課
の
田
中
博
美
調
査
役
が
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

  

来
賓
祝
辞
を
、
櫛
引
政
明
清
里
町
長
、

清
里
町
農
協
居
城
勝
四
郎
組
合
長
、
北

見
地
区
農
民
連
盟
佐
藤
廣
幸
副
委
員
長

よ
り
頂
き
、
武
部
新
代
議
士
と
徳
永
エ

リ
議
員
の
秘
書
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
清
里
町
農
業
委
員
会
森
本
宏

会
長
代
理
、
斜
里
町
農
民
同
盟
山
崎
誠

副
委
員
長
、
小
清
水
町
農
民
連
盟
木
山

昌
一
委
員
長
代
理
、
ホ
ク
レ
ン
斜
里
原

料
所
泉
佳
史
所
長
、
清
里
町
農
協
女
性

部
成
戸
貴
子
部
長
、
清
里
町
農
協
青
年

部
大
町
敏
隆
部
長
、
北
見
地
区
農
民
連

盟
清
水
敬
弘
事
務
局
長
と
多
数
の
ご
出

席
を
頂
き
ま
し
た
。
清
里
町
議
会
村
尾

富
造
議
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
事
務

局
よ
り
紹
介
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
定
期
総
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

前
橋
賢
一
書
記
長
に
よ
り
確
認
の
後
、

「
４
月
に
入
り
ま
し
た
が
未
だ
雪
の
多

い
状
況
で
、
昨
年
の
よ
う
な
記
録
的
な

融
雪
や
突
風
、
ま
た
５
月
の
大
雪
と

い
っ
た
天
候
に
な
ら
な
い
こ
と
を
祈
り

ま
す
。
今
な
お
決
着
の
付
か
な
い
Ｔ
Ｐ

Ｐ
問
題
や
所
得
補
償
制
度
の
充
実
を
中

心
に
、
盟
友
皆
様
の
力
を
結
集
し
て
一

年
間
運
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
地

区
別
懇
談
会
の
中
で
は
、
平
成
19
年
よ

り
品
目
横
断
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
、

交
付
単
価
を
上
げ
る
よ
う
運
動
を
続
け

て
き
ま
し
た
が
、
今
度
の
改
正
で
ビ
ー

ト
な
ど
の
単
価
が
上
が
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
な
ど
、
今
ま
で
の
運
動
の
成
果

を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
26

年
度
に
向
け
て
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
他
に
も

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
２

国
間
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
つ
い
て
も
警
戒
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
聖
域
が
崩
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
と
、
道
庁
の
試
算
で
は
ビ
ー

ト
、
馬
鈴
薯
、
小
麦
な
ど
は
１
０
０
％

壊
滅
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う

な
ら
な
い
た
め
に
も
、
盟
友
の
皆
様
の

ご
協
力
と
、
関
係
団
体
の
皆
様
の
お
力

を
一
致
団
結
し
て
運
動
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
、
４
集
団
の
森
修
氏
が
選

任
さ
れ
、
議
事
録
署
名
委
員
に
、
２
集

団
の
伊
藤
忠
之
氏
と
７
集
団
の
中
西
隼

　

４
月
10
日
（
木
）、
第
43
回
清
里
町

農
民
連
盟
定
期
総
会
が
、
定
刻
の
午
後

１
時
30
分
よ
り
、
清
里
町
農
協
２
階
会

議
室
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
代
議
員
総
数
50
名
中
46
名

（
委
任
状
２
名
）
が
出
席
し
、
新
輪
勝

信
税
対
策
専
門
委
員
長
の
開
会
宣
言
に

よ
っ
て
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
崎
一
幸
委
員
長
は
開
会
に
あ
た
り
、

清
里
町
農
民
連
盟
「
第
43
回
定
期
総
会
」
開
催

議長第4営農集団森修さん
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■お知らせ■
◎例年通り、雇用保険と労災保険の年

度更新手続きを行うに当たり、昨年１

年間の（平成 25年４月～ 26年３月）

労務者（臨時・アルバイトを含む）の

月別賃金合計の聞き取りを行います。

(５月中）

　組合員の皆様におかれましては、農

作業等に追われ気持ちが焦ると、労務

災害の件数が多くなります。安全確認・

安全作業で、くれぐれも労災事故に会

わないようご注意していただきたいと

存じます。

　万一、農作業において、労災事故で

ケガをされた方は、ケガの大小にかか

わらず、速やかに（出来るだけその当

日）病院で治療を受けてください。そ

の後、農民連盟事務所まで来て頂き、

事故状況等の聞き取りをした後、書類

を作成し手続をさせて頂きます。

◎労災保険に関して、事業主および、

その家族の方で、就職・卒業・結婚・

Ｕターン・死亡等の理由により、保険

に新たに加入・脱退の変更が必要な場

合は、できるだけ速やかに連盟事務所

までご連絡下さい。手続きが遅れます

と、労災の適用を受けることができな

い場合があります。

◎土地等（畑・宅地・山林・砂利等）

の移動（売買・収用・譲渡）があった

場合は、連盟事務所までお知らせいた

だきたいと思います。特に生前一括贈

与で納税猶予を受けられている農地に

ついてはご注意頂きたいと存じます。

◎その他、農民運動についての要望や

知りたい事、並びに、その他身近なこ

とに関して、ご相談・ご意見・ご希望・

ご不満・不明な点などがありましたら、

各集団内の執行委員に言っていただく

か、直接事務所まで来て頂き、お話し

をして頂ければ幸いです。　  事務局

■
新
執
行
部
体
制

　

４
月
11
日
第
１
回
執
行
委
員
会
を
開

催
し
︑
新
た
に
選
任
さ
れ
た
５
名
と
再

任
さ
れ
た
15
名
の
執
行
委
員
に
よ
り
互

選
協
議
を
行
い
︑
新
執
行
体
制
を
決
定

致
し
ま
し
た
︒

○
役　

員

　

委
員
長　

山
崎
一
幸
（
再
）

　

副
委
員
長　

赤
松
武
美
（
再
）

　
　
　
　
　
　

柳
谷
克
彦
（
再
）

　

書
記
長　

前
橋
賢
一
（
再
）

　

監

事　

中
村　

学
（
新
）

　
　
　
　
　

樫
村　

悟
（
新
）

○
執
行
委
員

　

１
集
団　
　

中
村　

学
（
再
）

　
　
　
　
　
　

佐
野
吉
延
（
新
）

　

２
集
団　
　

二
俣
清
史
（
再
）

　
　
　
　
　
　

前
橋
賢
一
（
再
）

　

３
集
団　
　

柳
谷
克
彦
（
再
）

　
　
　
　
　
　

坂
野
和
弘
（
再
）

　

４
集
団　
　

春
名
隆
幸
（
再
）

　
　
　
　
　
　

樫
村　

悟
（
再
）　

　

５
集
団　
　

園
木
昭
寛
（
新
）

　
　
　
　
　
　

菅
原
浩
一
（
再
）

　

６
集
団　
　

赤
松
武
美
（
再
）

　
　
　
　
　
　

青
野
博
幸
（
新
）

　

７
集
団　
　

山
崎
一
幸
（
再
）

　
　
　
　
　
　

田
中
英
樹
（
再
）

　

８
集
団　
　

伊
藤
優
貴
（
再
）

　
　
　
　
　
　

井
澤
保
晴
（
再
）

　

９
集
団　
　

數
原
一
広
（
再
）

　
　
　
　
　
　

岡
崎
英
之
（
新
）

　

10
集
団　
　

浅
野
裕
之
（
新
）

　
　
　
　
　
　

長
谷
川
仁
（
再
）

○
各
専
門
委
員
会
・
部
会

・
組
織
対
策
専
門
委
員
会

　

委
員
長　

柳
谷
克
彦
（
兼
任
）

　

副
委
員
長　

菅
原
浩
一

　

委

員　

伊
藤
優
貴
・
中
村　

学

　
　
　
　
　
　

二
俣
清
史
・
樫
村　

悟

　
　
　
　
　
　

青
野
博
幸
・
山
崎
一
幸

　
　
　
　
　
　

數
原
一
広
・
長
谷
川
仁

・
農
畜
産
対
策
専
門
委
員
会

　

委
員
長　

赤
松
武
美
（
兼
任
）

　

副
委
員
長　

春
名
隆
幸

　

委

員　

田
中
英
樹
・
佐
野
吉
延

　
　
　
　
　
　

前
橋
賢
一
・
坂
野
和
弘

　
　
　
　
　
　

園
木
昭
寛
・
井
澤
保
晴

　
　
　
　
　
　

岡
崎
英
之
・
浅
野
裕
之

・
税
対
策
専
門
委
員
会

　

委
員
長　

數
原
一
広

　

副
委
員
長　

坂
野
和
弘

　

委

員　

二
俣
清
史
・
前
橋
賢
一

　
　
　
　
　
　

柳
谷
克
彦
・
春
名
隆
幸

　
　
　
　
　
　

菅
原
浩
一
・
赤
松
武
美

　
　
　
　
　
　

田
中
英
樹

・
酪
農
畜
産
担
当
部
会

　

部

長　

佐
野
吉
延

　

副
部
長　

岡
崎
英
之

・
広
報
担
当
部
会

　

部

長　

長
谷
川
仁

　

副
部
長　

井
澤
保
晴

　

部

員　

伊
藤
優
貴
・
園
木
昭
寛

　
　
　
　
　
　

青
野
博
幸
・
浅
野
裕
之

　

任
期
２
年
の
間
、
各
執
行
委
員
は
集

団
の
代
表
と
し
て
、
各
盟
友
の
声
を
代

弁
し
、
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
提

供
し
て
い
き
な
が
ら
、
地
域
の
発
展
と
、

農
業
・
農
村
の
為
に
、
農
民
運
動
を
力

強
く
推
進
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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１
．
Ｖ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｎ
本
社
工
場

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
以
下
の
化
工
で
ん

粉
を
製
造
し
て
い
る
。

・
酢
酸
で
ん
粉
（
無
水
酢
酸
を
含
む
）

・
リ
ン
酸
架
橋
で
ん
粉

・
ア
セ
チ
ル
リ
ン
酸
架
橋
で
ん
粉

・
漂
白
で
ん
粉

・
そ
の
他

　

日
本
向
け
化
工
で
ん
粉
に
つ
い
て
は
、

２
４
０
０
ｔ
／
月
を
輸
出
し
て
い
る
。

　

協
議
の
中
で
は
、
国
産
馬
鈴
し
ょ
で

ん
粉
の
減
少
要
因
を
気
に
し
て
お
り
、

日
本
市
場
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
有
望

と
捉
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

北
海
道
の
減
少
に
つ
い
て
は
気
候
お
よ

び
シ
ス
ト
線
虫
で
あ
る
旨
を
説
明
。

　

工
場
視
察
で
は
、
日
本
ユ
ー
ザ
ー
か

ら
の
度
重
な
る
指
摘
等
に
よ
り
、
５
Ｓ

（
整
理
、
整
頓
、
清
掃
、
清
潔
、
躾
）

を
徹
底
し
た
製
造
と
な
っ
て
お
り
、
重

点
管
理
区
域
は
充
填
室
と
し
入
退
室
手

順
等
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。

　

当
日
は
、
グ
リ
コ
社
製
品
を
製
造
し

て
い
た
。

　

工
程
は
、
生
で
ん
粉
↓
反
応
タ
ン
ク

↓
中
和
タ
ン
ク
↓
脱
水
機
↓
乾
燥
機
↓

充
填
。
機
械
は
全
て
ス
テ
ン
レ
ス
化
し

て
お
り
、
準
衛
生
区
で
あ
る
製
造
室
内

は
天
井
も
ス
テ
ン
レ
ス
板
と
な
っ
て
い

る
。
原
料
は
、
同
社
生
で
ん
粉
工
場
よ

平
成
25
年
度
役
員
海
外
視
察
研
修
報
告

ベ
ト
ナ
ム
の
タ
ピ
オ
カ
澱
粉
工
場
視
察

　

1
月
8
日
か
ら
12
日
︑
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
役
員
海
外
研
修
を
行
い
ま
し
た
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
10
名
参
加
︶

り
ト
ラ
ッ
ク
に
て
搬
入
さ
れ
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
は
、
生
産
者
に
対
す
る
政
府

の
原
料
等
価
格
支
援
策
は
な
い
と
の
こ

と
。

２
．
生
で
ん
粉
工
場

　

設
立
１
９
９
７
年
、
稼
働
は
９
月
〜

５
月

　

原
料
集
荷
範
囲
２
０
０
㎞

　

年
間
原
料
処
理
量
22
万
〜
24
万
ト
ン
、

原
料
処
理
１
４
０
０
ｔ
／
（
24
ｈ
）

　

で
ん
粉
含
有
量
（
測
定
方
法
は
、
水

中
重
量
と
空
中
重
量
に
よ
り
算
出
）

28
％
〜
29
％
（
※
時
期
や
品
種
に
よ
り

異
な
る
）

　

敷
地
面
積
83 

ha
、
従
業
員
数

３
２
０
名
、
取
水
源
は
近
隣
の
湖
、
排

水
に
つ
い
て
は
、
バ
イ
オ
ガ
ス
原
料
お
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よ
び
曝
気
後
の
排
水
、
乾
燥
熱
源
に
つ

い
て
は
、
バ
イ
オ
ガ
ス
を
使
用
（
乾
燥

温
度
は
１
６
０
〜
１
６
５
度
）

　

ベ
ト
ナ
ム
国
内
の
で
ん
粉
工
場
数
は

47
社
と
の
こ
と
で
、
当
該
工
場
の
近
隣

に
は
５
社
あ
り
原
料
集
荷
に
お
い
て
競

合
し
て
い
る
。

　

キ
ャ
ッ
サ
バ
の
生
産
量
は
１
千
万
ト

ン
と
推
定
さ
れ
、
う
ち
２
０
０
万
ト
ン

は
中
国
向
け
に
チ
ッ
プ
と
し
て
輸
出
さ

れ
、
残
り
８
０
０
万
ト
ン
を
国
内
向
け

で
ん
粉
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。

　

製
造
し
た
生
で
ん
粉
は
本
社
工
場
向

け
化
工
で
ん
粉
原
料
（
フ
レ
コ
ン
）
と

な
っ
て
い
る
。
キ
ャ
ッ
サ
バ
生
産
に
つ

い
て
は
、
収
穫
後
は
挿
し
木
に
て
新
植

す
る
た
め
、
種
代
や
施
肥
・
農
薬
散
布

な
ど
が
無
く
非
常
に
効
率
的
な
作
物
で
、

換
金
性
の
高
い
作
物
で
あ
る
（
収
量
は

22
ｔ
／
ha
程
度
）
。
な
お
、
競
合
作
物

は
ゴ
ム
と
の
こ
と
。
品
種
改
良
が
進
み

多
収
性
品
種
が
普
及
し
た
場
合
、
増
加

傾
向
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

工
場
は
、
生
産
者
に
対
し
、
原
料
重

量
に
で
ん
粉
見
合
い
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
で

支
払
っ
て
お
り
、
近
隣
の
生
産
者
お
よ

び
大
規
模
生
産
者
は
直
接
持
ち
込
む
が
、

近
隣
地
域
か
ら
は
仲
買
人
を
通
じ
て
搬

入
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
で
ん
粉
粕

に
つ
い
て
は
、
豚
の
餌
と
し
て
処
理
さ

れ
て
い
る
。
工
程
に
つ
い
て
は
、
北
海

道
と
大
き
な
違
い
と
し
て
、
原
料
付
着

土
砂
（
遊
離
土
砂
を
含
む
）
が
少
な
い

た
め
工
程
搬
入
前
の
洗
浄
負
荷
が
少
な

く
、
製
造
用
水
も
ほ
ぼ
精
製
工
程
に
限

ら
れ
て
い
る
。
要
因
と
し
て
、
生
産
者

で
の
収
穫
が
機
械
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、

手
作
業
に
よ
る
収
穫
が
土
の
付
着
を
少

な
く
し
、
乾
燥
し
て
い
る
た
め
と
思
わ

れ
る
。
製
品
に
つ
い
て
は
、
白
度
で
札

を
区
別
し
て
い
る
の
み
（
ピ
ン
ク
90
以

上
と
黄
色
90
以
下
）
。

　

規
模
と
原
料
事
情
が
大
き
く
こ
と
な

る
こ
と
が
実
感
で
き
た
。
価
格
差
以
外

に
も
、
化
工
で
ん
粉
工
程
で
の
管
理
手

法
に
つ
い
て
も
国
内
同
等
レ
ベ
ル
に
あ

り
、
将
来
的
に
ベ
ト
ナ
ム
が
ど
う
変
わ

る
の
か
期
待
と
脅
威
を
感
じ
る
と
こ
ろ

で
も
あ
る
。

　

農
協
青
年
部

（
島
田
耕
一
部

長
）
は
１
月
27

日
と
28
日
の
２

日
間
、
網
走
セ

ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
に
て
「
第
46
回
清
里

町
農
協
青
年
部
大
会
」
を
開
催
し
、
部

員
49
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

27
日
は
、
中
央
会
専
門
指
導
員
の
渡

邉
和
義
氏
を
講
師
に
招
き
、「
地
域
や

経
営
の
将
来
像
を
描
き
な
が
ら
」
と
題

し
、
地
域
社
会
と
農
業
、
経
営
分
析
・

第
46
回
清
里
町
農
協
青
年
部
大
会

島田耕一部長

診
断
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

共
励
会
で
は
、
部
員
内
の
多
収
穫
者

の
表
彰
、
各
作
物
上
位
３
名
に
対
し
て

の
質
疑
が
行
わ
れ
、
報
告
会
で
は
、
４

名
が
参
加
し
た
四
国
で
の
国
内
研
修
、

島
田
部
長
が
参
加
し
た
甜
菜
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
研
修
の
様
子
が
ス
ラ
イ
ド
で
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

28
日
は
、
帯
広
畜
産
大
学
教
授
、
佐

藤
禎
稔
氏
よ
り
、「
最
新
農
業
機
械
事

情
」
の
講
演
が
行
わ
れ
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
、
ク

ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
機
械
の

説
明
等
が
あ
り
皆
真
剣
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

27
日
の
夜
に
は
懇
親
会
を
行
い
、
料

理
や
お
酒
を
介
し
て
会
話
が
弾
み
、
互

い
に
親
睦
を
深
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
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今
般
、
第
２
営
農
集
団
の
堀
川
哲
男

さ
ん
が
、
平
成
25
年
度
北
海
道
麦
作
共

励
会
「
畑
地
に
お
け
る
秋
播
小
麦
個
人

の
部
」
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
、
さ
ら
に

全
国
麦
作
共
励
会
に
お
い
て
は
、
全
国

米
麦
改
良
協
会
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

堀
川
氏
は
、
平
成
25
年
産
の
秋
播
小

麦
で
は
反
収
７
６
４
㎏
、
製
品
歩
留

り
も
高
く
、
高
収
量
、
高
品
質
を
実

現
。
そ
の
要
因
の
一
つ
は
、「
健
全
な

土
づ
く
り
」
で
あ
り
、
堆
肥
、
後
作
緑

肥
の
導
入
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
畑
作

３
品
の
他
に
大
豆
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
連
作
障
害
を
回

避
し
、
４
年
の
輪
作
体
系
を
極
力
守
ろ

う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
二
つ
目
と

し
て
、「
丁
寧
な
砕
土
と
整
地
」
で
あ

る
。
ロ
ー
タ
リ
ー
を
使
わ
ず
パ
ワ
ー
ハ

ロ
ー
を
使
い
パ
ッ
カ
ー
ロ
ー
ラ
ー
で
鎮

圧
、
固
め
の
播
種
床
を
作
り
、
種
を
深

ま
き
に
さ
せ
な
い
こ
と
で
、
一
斉
に
発

芽
さ
せ
る
様
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
三

つ
目
に
、
施
肥
管
理
は
茎
数
、
葉
色
を

観
察
し
な
が
ら
各
生
育
期
に
応
じ
た
無

理
の
な
い
窒
素
施
肥
を
行
い
、
目
標
穂

数
を
６
０
０
か
ら
７
０
０
本
／
㎡
を
確

保
と
し
、
遅
れ
穂
、
倒
伏
の
無
い
小
麦

づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
で
、
高
い
製
品

歩
留
り
を
維
持
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
受
賞
に
当
た
っ
て
は
、
高

収
量
、
高
品
質
と
高
い
生
産
技
術
的
評

価
の
他
に
斜
里
郡
３
Ｊ
Ａ
種
子
麦
生
産

者
協
議
会
の
初
代
会
長
と
し
て
、
地
域

全
体
の
良
質
種
子
麦
生
産
に
尽
力
さ
れ

た
こ
と
も
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
堀
川
氏
は
、
３
月
３
日
に
開
催

さ
れ
た
北
海
道
米
麦
共
励
会
最
優
秀
賞

授
与
式
終
了
後
、
稲
作
・
麦
作
総
合
改

善
研
修
会
優
良
事
例
発
表
で
「
基
本
技

術
の
励
行
で
安
定
生
産
」
と
題
し
て
、

自
身
の
目
指
す
麦
づ
く
り
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
例
発
表
の
最

後
に
「
こ
の
賞
は
私
だ
け
の
受
賞
で
は

な
く
、
指
導
し
て
頂
い
た
関
係
機
関
と

地
域
の
仲
間
た
ち
と
共
に
努
力
し
た

結
果
で
あ
り
、
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
た
め
、
そ

し
て
未
来
の
農
業
の
発
展
の
た
め
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。」
と
感
謝
の
意
と

抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

北
海
道
麦
作
共
励
会
最
優
秀
賞
受
賞
︑
全
国
麦
作
共
励
会
全
国
米
麦
改
良
協
会
会
長
賞
受
賞

小
麦
７
６
４
㎏
の
高
収
量
、
高
品
質
を
実
現
!!
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去
る
４
月
10
日
、
新
規
就
農
者
６
名

に
対
し
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
系

統
５
連
よ
り
激
励
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

居
城
組
合
長
よ
り
「
地
域
を
支
え
る

　

平
成
26
年
度
新
規
就
農
者
激
励
状
贈
呈
式

知
識
と
技
術
の
向
上
を
目
指
し

　
　
　
　

清
里
町
農
業
発
展
の
た
め
誓
い
新
た
に

担
い
手
と
し
て
若
い
人
た
ち
の
新
し
い

力
に
期
待
し
て
い
る
。
清
里
は
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
な
ど
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
に
屈
す

る
こ
と
の
無
い
根
強
い
基
盤
が
あ
る
、

皆
さ
ん
の
頑
張
り
が
最
善
の
力
で
あ
り

脱
落
す
る
こ
と
な
く
、
多
く
の
仲
間
と

の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
地
場
産
生
産

物
の
質
を
高
め
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。」

と
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
規
就
農
者
を
代
表
し
て
枝
崎
達
夫

さ
ん
よ
り
「
皆
様
の
期
待
と
暖
か
い
声

援
に
対
し
、
改
め
て
そ
の
思
い
を
感
じ

て
い
る
。
今
後
、
知
識
と
技
術
の
向
上

を
目
指
し
、
い
た
だ
い
た
記
念
樹
と
共

に
成
長
で
き
る
よ
う
、
誓
い
を
新
た
に

し
て
い
る
。
一
日
も
早
く
地
域
に
溶
け

込
み
、
清
里
町
農
業
の
発
展
に
も
寄
与

で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。」
と
答
辞

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
新
規
就
農
者

　

第
１
営
農
集
団　

上
本　
　

聖
さ
ん

　

第
１
営
農
集
団　

塩
澤
有
希
也
さ
ん

　

第
３
営
農
集
団　

浅
井　

雅
志
さ
ん

　

第
４
営
農
集
団　

枝
崎　

達
夫
さ
ん

　

第
９
営
農
集
団　

安
原　
　

翼
さ
ん

　

第
９
営
農
集
団　

岡
崎　

智
仁
さ
ん

★
新
規
就
農
者
紹
介

　

①
抱
負　

②
趣
味
・
特
技第１営農集団（上本潤さん長男）  

上本　　聖さん
①色々わからない事が多いので、
　沢山の事を吸収していきたい。
②運動

第４営農集団（枝崎正弘さん長男）  
枝崎　達夫さん

①清里農業の活性化に貢献したい。
②掃除

第１営農集団（塩澤展一さん長男） 
塩澤有希也さん

①仕事ひとつひとつを全力で取り
　組み精進していきます。
②音楽鑑賞・アナログゲーム

第９営農集団（安原弘志さん長男） 
安原　　翼さん

①先輩方の良いところを学び、酪
　農業に思いきり取り組みたい。
②野球

第３営農集団（浅井聡さん次男）
浅井　雅志さん

①父を超えられる様、これから一
　層努力していきます。
②ドラムを少々・剣道

第９営農集団（岡崎政之さん長男）
岡崎　智仁さん

①酪農学園大学で得た知識を活用
　し、酪農を頑張っていきたい。
②バドミントン・野球
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（
第
２
営
農
集
団
）
よ
り
答
辞
が
あ
り
、

２
年
間
に
対
す
る
関
係
機
関
へ
の
お
礼

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た「
清

里
町
内
お
よ
び
農
業
大
学
校
研
修
で
は

多
く
の
仲
間
と
、
沢
山
の
『
経
験
と
財

産
』
を
得
た
。
２
年
間
の
経
験
を
生
か

し
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。」
と
強
い

決
意
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

去
る
３
月
24
日
、
農
業
塾
第
２
期
生

４
名
の
修
了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

居
城
組
合
長
か
ら
は
、
２
年
間
の
学

習
に
対
し
て
の
意
欲
と
、
今
ま
で
の
活

動
を
生
か
し
、
今
後
に
期
待
し
た
い
旨

の
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

挨
拶
後
に
は
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

受
講
者
を
代
表
し
て
金
森
裕
輔
さ
ん

★
Ｊ
Ａ
き
よ
さ
と
農
業
塾
修
了
式　

第
２
期
生
★

共
に
歩
む
仲
間
と
「
経
験
と
財
産
」
を
得
て

　
　
　
　

  

こ
れ
か
ら
の
農
業
に
意
欲
を
も
や
す

◆第２期生◆
　（第１営農集団）安田　晃浩　
　（第２営農集団）金森　裕輔
　（第２営農集団）橋立　真輝
　（第６営農集団）宇佐美誠也

普
及
セ
ン
タ
ー
、
農
業
大
学
校
を
通
じ

て
、
技
術
的
な
事
や
作
物
の
生
育
、
病

気
な
ど
沢
山
の
事
を
吸
収
し
、
ま
た
人

と
の
出
会
い
、
仲
間
と
の
出
会
い
を
大

切
に
お
互
い
協
力
し
合
い
な
が
ら
営
農

技
術
、
経
営
管
理
を
学
ん
で
い
っ
て
ほ

し
い
。
清
里
町
は
基
盤
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
の
で
、
師
匠
で
あ
る
父
母
か
ら

の
教
え
を
聞
き
、
力
と
な
り
営
農
に
取

り
組
み
、
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
し
て
い
く
事
を
期
待
し
て
い
る
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

来
賓
の
網
走
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
清
里
支
所
高
松
聡
所
長
は
「
農
業

の
基
本
は
土
づ
く
り
に
あ
る
、
気
象
の

変
動
が
あ
っ
て
も
土
づ
く
り
を
継
続
的

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
清
里
は
北
海

道
の
代
表
的
な
畑
作
地
帯
で
あ
り
、
そ

の
誇
り
を
持
っ
て
農
産
物
の
生
産
に
取

り
組
み
、
農
作
業
事
故
等
に
十
分
気
を

付
け
て
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
。」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

▼
第
４
期
生

　

第
１
営
農
集
団　
　

上
本　
　

聖

　

第
１
営
農
集
団　
　

塩
澤
有
希
也

　

第
３
営
農
集
団　
　

浅
井　

雅
志

　

第
８
営
農
集
団　
　

三
上　

拓
真

　

第
９
営
農
集
団　
　

岡
崎　

智
仁

　

去
る
４
月
10
日
、
新
規
就
農
者
を
対

象
と
し
た
農
業
塾
入
校
式
が
第
４
期
生

５
名
の
参
加
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

居
城
組
合
長
は
、「
こ
れ
か
ら
の
農

業
を
背
負
う
意
欲
を
持
っ
た
皆
さ
ん
を

心
待
ち
に
し
て
い
た
。
皆
さ
ん
と
共
に

勉
強
し
て
い
き
た
い
。
農
協
を
は
じ
め
、

★
第
４
期
Ｊ
Ａ
き
よ
さ
と
農
業
塾
入
校
式　

第
４
期
生
★

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
活
躍
を
期
待
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ま
だ
ま
だ
、
余
力
の
あ
る
方
ば
か
り

で
あ
り
、
今
後
と
も
清
里
町
と
当
農
協

の
発
展
の
た
め
に
、
助
言
頂
け
る
こ
と

を
期
待
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

京
多
摩
青
果
株
式
会
社
窪
園
課
長
代
理
、

株
式
会
社
大
宮
中
央
青
果
市
場
野
口
課

長
よ
り
ご
挨
拶
頂
き
、
事
務
局
よ
り
経

過
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
歴
代

組
合
長
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
代
表

と
し
て
第
８
代
組
合
長
五
味
定
信
さ
ん

よ
り
謝
辞
と
し
て
ご
挨
拶
を
頂
き
、
そ

の
後
来
賓
の
方
々
も
交
え
て
祝
賀
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

去
る
、
３
月
19
〜
20
日
の
日
程
で

報
奨
慰
労
会
が
養
老
牛
温
泉
湯
宿
『
だ

い
い
ち
』
に
て
１
泊
２
日
の
日
程
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
定
年
に
伴
う
離
農
者
と
し

て
、
第
５
集
団
藤
田
春
男
さ
ん
・
第
６

集
団 

大
熊
寛
さ
ん
ご
夫
妻
、
経
営
移

譲
者
で
は
、
第
１
集
団
佐
野
強
さ
ん
、

第
５
集
団
島
田
定
憲
さ
ん
、
第
７
集
団

石
川
富
士
夫
さ
ん
、
第
８
集
団
志
賀
清

さ
ん
ご
夫
妻
を
ご
招
待
い
た
し
ま
し
た
。

全
員
ご
夫
婦
揃
っ
て
の
慰
労
会
開
催
は

３
年
ぶ
り
に
な
り
ま
す
。

　

最
初
に
、
居
城
組
合
長
の
永
年
の
労

苦
に
対
す
る
労
い
の
言
葉
が
あ
り
、
そ

の
後
農
協
か
ら
の
記
念
品
の
贈
呈
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
慰
労
会
の
開
催
と
記
念
品
の

贈
呈
に
対
し
、
招
待
者
を
代
表
し
、
藤

田
春
男
さ
ん
よ
り
、
思
い
出
を
含
め
た

お
礼
の
言
葉
の
あ
と
、
今
回
離
農
さ
れ

る
、
大
熊
寛
さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭
で
懇

親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

終
始
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
若

か
り
し
時
代
の
思
い
出
や
苦
労
話
に
も

花
が
咲
き
、
２
次
会
で
も
大
い
に
盛
り

上
が
り
話
の
尽
き
る
事
な
く
、
深
夜
ま

で
の
宴
会
と
な
り
ま
し
た
。
結
果
、
こ

の
機
会
を
何
か
の
縁
と
捉
え
、
新
年
会

を
開
催
す
る
と
か
。

　

去
る
１
月
29
日
清
里
町
玉
葱
生
産
組

合
設
立
30
周
年
記
念
式
典
が
緑
清
荘
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
二
俣
清
史
組
合
長

は
「
玉
葱
生
産
組
合
は
昭
和
59
年
に
設

立
し
、
30
戸
60 

ha
の
作
付
面
積
か
ら
玉

葱
生
産
が
開
始
さ
れ
、
平
成
３
年
に
は

１
０
０
ha
を
超
え
、
作
付
戸
数
も
68
戸

と
な
っ
た
。
そ
の
後
は
価
格
の
低
迷
や

面
積
が
、
人
手
不
足
等
に
よ
り
年
々
減

少
し
、
現
在
は
18
戸
50 

ha
程
度
で
推
移

し
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
移
植
時
の
天

候
不
順
に
よ
る
減
収
、
そ
れ
に
伴
う
諸

外
国
か
ら
の
輸
入
増
加
、
更
に
は
消
費

者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
様
々
な
問
題

を
抱
え
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
こ
の
様

な
状
況
を
踏
ま
え
、
品
質
向
上
に
向
け

て
の
栽
培
技
術
や
管
理
、
作
付
品
種
の

選
定
な
ど
安
定
し
た
品
質
の
提
供
に
努

め
「
食
の
安
心
・
安
全
」
を
目
指
し
た

取
り
込
み
を
今
後
も
継
続
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
平
成
26
年
度
か
ら
は
ゼ
ン

シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
の
提
携

に
よ
り
品
種
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
と

な
り
、
市
場
販
売
を
含
め
た
新
た
な
販

売
ル
ー
ト
の
確
立
に
よ
り
安
定
出
荷
で

き
る
体
制
造
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

来
賓
の
祝
辞
と
し
て
石
井
専
務
、
東

　

世
代
交
代
報
奨
慰
労
会
開
催
さ
れ
る

清
里
町
玉
葱
生
産
組
合
設
立
30
周
年
記
念
式
典

品
質
向
上
と
「
食
の
安
全
・
安
心
」

　
　
　
　
　
　
　
　

を
目
指
し
意
気
込
み
新
た
に
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賞
会
、
ゲ
ー
ト
カ
ー
リ
ン
グ
、
卓
球
、

囲
碁
・
将
棋
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

で
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ビ
デ
オ
鑑
賞
会
で
は
「
東
京
家
族
」「
奇

跡
の
リ
ン
ゴ
」
は
共
に
人
気
が
あ
り
、

　

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
温
泉
旅
行
は
ホ
テ
ル
に
向
か
う
バ
ス

の
中
で
配
布
さ
れ
た
予
定
表
を
見
な
が

ら
、「
こ
こ
に
行
こ
う
」「
こ
れ
を
し
よ

う
。」
な
ど
と
会
話
が
弾
み
賑
や
か
で

し
た
。
ホ
テ
ル
の
屋
上
に
は
空
中
露
天

風
呂
が
あ
り
、
懇
親
会
ま
で
ゆ
っ
く
り

温
泉
に
入
り
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
ま
し

た
。

　

懇
親
会
で
は
佐
々
木
茂
之
副
会
長
の

乾
杯
の
挨
拶
と
と
も
に
始
ま
り
、
メ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
池い

け

政ま
さ
し昇

さ
ん
歌

謡
シ
ョ
ー
」
で
は
、
様
々
な
曲
が
披
露

さ
れ
会
場
は
盛
り
上
が
り
、
手
拍
子
や
、

池
さ
ん
と
一
緒
に
写
真
を
撮
る
な
ど
皆

さ
ん
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ビ
デ
オ
鑑

　

去
る
３
月
25
日
～
27
日
に
清
里
町
の
う
き
ょ
う
年
金
友
の
会
︵
石
川
頼
明
会

長
︑
会
員
数
３
１
５
名
︶
は
知
床
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
﹁
北
こ
ぶ
し
﹂
に
お
い
て
︑

１
４
９
名
の
参
加
に
よ
り
温
泉
保
養
親
睦
会
を
行
い
ま
し
た
︒

石川頼明会長

清里町のうきょう年金友の会温泉保養親睦会

盛りだくさんの楽しいイベントに
　　　　　　　　心も体もリフレッシュ

85歳以上の皆さんで記念撮影
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り
85
歳
以
上
の
方
に
粗
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
最
年
長
の
方
は
90
歳
で
最
後
に

み
な
さ
ん
で
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
カ
ラ
オ

ケ
、
演
芸
発
表
で
は
、
各
参
加
者
自
慢

の
歌
声
と
、
最
後
に
大
正
琴
研
究
会
に

よ
り
、
き
れ
い
な
音
色
の
演
奏
が
披
露

さ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
３
日
間
と
て
も
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
た
様
子
で
帰
り
の
バ
ス
の
中

で
も
、「
温
泉
が
良
か
っ
た
」「
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
楽
し
か
っ
た
」「
俺
は
来
年
85

歳
に
な
る
か
ら
よ
ろ
し
く
な
」
な
ど
来

年
の
親
睦
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ

い
て
る
方
々
が
大
勢
い
て
最
後
ま
で
笑

顔
が
絶
え
な
い
親
睦
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
感
動
し
た
」「
今
の
日
本
も
こ
う
い
う

風
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
大
勢
の
方

に
涙
を
流
し
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し

た
。
ゲ
ー
ト
カ
ー
リ
ン
グ
も
大
勢
の
方

が
参
加
し
て
お
り
、
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
初

め
て
の
方
も
お
り
、
白
熱
し
た
試
合
が

繰
り
広
げ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
今
年

で
３
回
目
と
な
る
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
北
見
の
大
真
寺
の
住
職
で
あ
り
ま
す

大
野
氏
に
よ
る
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｂ
（
ク
ッ
ブ
）

と
い
う
棒
を
投
げ
て
的
を
倒
す
ゲ
ー
ム

や
簡
単
な
手
遊
び
を
指
導
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
も
手
遊
び
も
と
て

も
人
気
で
大
勢
の
方
が
参
加
し
、
み
な

さ
ん
体
を
動
か
し
て
、
と
て
も
い
い
汗

を
流
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
懇
親
会
で
は
、
ホ
テ
ル
よ

大正琴の素敵な演奏

ゲートカーリングに白熱

池さんと一緒に

手遊びを皆んで楽しむ
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議
案
第
４
号　

北
見
農
業
協
同
組
合
連

合
会
へ
の
出
資
増
口
に
つ
い
て

議
案
第
５
号　

与
信
供
与
の
最
高
限
度

額
の
決
定
に
つ
い
て

議
案
第
６
号　

貸
付
金
利
率
の
最
高
限

度
の
決
定
に
つ
い
て

議
案
第
７
号　

余
裕
金
の
運
用
方
針
及

び
運
用
方
法
に
つ
い
て

議
案
第
８
号　

余
裕
金
の
預
け
先
の
決

定
に
つ
い
て

議
案
第
９
号　

定
年
退
職
者
に
対
す
る

特
別
加
給
金
の
支
給
に
つ
い
て

議
案
第
10
号　

平
成
26
年
度
事
業
計
画

︵
案
︶
に
つ
い
て

議
案
第
11
号　

平
成
26
年
度
員
外
利
用

料
率
︵
単
価
︶
の
設
定
に
つ
い
て

議
案
第
12
号　

冬
季
懇
談
会
の
実
施
に

つ
い
て

　

報
告
事
項

次
の
事
項
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

①
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
お
よ
び
事
業

の
実
施
状
況
に
つ
い
て

■
監
査
講
評

　

長
谷
川
代
表
監
事
よ
り
平
成
25
年
度

事
業
の
監
査
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

類
の
制
定
お
よ
び
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
６
号　

﹁
Ｊ
Ａ
清
里
町
事
務
リ

ス
ク
管
理
方
針
﹂
お
よ
び
﹁
事
務
リ
ス

ク
管
理
規
程
﹂
の
制
定
並
び
に
関
連
諸

規
程
の
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
７
号　

職
制
規
程
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

議
案
第
８
号　

内
部
監
査
規
程
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

協
議
事
項

次
の
事
項
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

１　

平
成
26
年
度
役
員
報
酬
の
諮
問
に

つ
い
て

　

報
告
事
項

次
の
事
項
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

①　

平
成
25
年
度
ク
ミ
カ
ン
実
績
報
告

に
つ
い
て

第
1
回　

2
月
20
日

　

付
議
事
項

次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
１
号　

道
常
例
検
査
の
検
査
結

果
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

定
款
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

議
案
第
３
号　

肥
料
協
同
購
入
積
立
金

要
領
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

②
平
成
25
年
産
農
協
斡
旋
種
子
馬
鈴
薯

精
算
総
括
に
つ
い
て

③
平
成
24
年
産
大
豆
の
本
精
算
に
つ
い
て

④
平
成
24
年
産
麦
類
の
本
精
算
に
つ
い
て

⑤
民
間
流
通
麦
の
播
種
前
契
約
の
仕
組

み
に
つ
い
て

⑥
各
係
会
議
の
意
見
集
約
に
つ
い
て

⑦
営
農
集
団
長
会
議
の
意
見
集
約
に
つ

い
て

⑧
平
成
25
年
度
期
中
値
引
き
︵
奨
励
︶

の
実
施
結
果
に
つ
い
て

⑨
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
お
よ
び
事
業

の
実
施
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

⑩
平
成
26
年
１
月
～
４
月
の
行
事
予
定

に
つ
い
て

第
14
回　

1
月
24
日

　

付
議
事
項

次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
１
号　

平
成
26
年
度
固
定
資
産

取
得
に
向
け
て
の
仮
発
注
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

理
事
に
対
す
る
貸
付
に

つ
い
て

議
案
第
３
号　

組
合
員
の
資
格
変
更
並

び
に
出
資
の
減
口
に
つ
い
て

議
案
第
４
号　

職
員
就
業
規
則
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

議
案
第
５
号　

﹁
Ｊ
Ａ
清
里
町
人
事
労

務
基
本
方
針
﹂
制
定
に
係
る
関
連
規
程

■
監
査
講
評

　

長
谷
川
代
表
監
事
よ
り
平
成
25
年
度

11
月
末
監
査
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　

付
議
事
項

次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
１
号　

Ｊ
Ａ
農
業
経
営
緊
急
支

援
資
金
の
借
入
お
よ
び
貸
付
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

理
事
に
対
す
る
供
給
限

度
額
の
変
更
に
つ
い
て

　

報
告
事
項

次
の
事
項
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

①
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
に
係
る

仮
渡
金
の
融
通
実
績
に
つ
い
て

第
13
回	

12
月
26
日

第
14
回	
１
月
24
日

理事会の経過を
　お知らせ致します

理事会の経過を
　お知らせ致します

第
２
回	

３
月
５
日

第
１
回	

２
月
20
日
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第
3
回　

4
月
3
日

　

付
議
事
項

次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
１
号　

個
人
情
報
保
護
に
係
る

内
部
監
査
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

資
産
の
償
却
・
引
当
基

準
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
３
号　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
４
号　

平
成
26
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
５
号　

オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
理
事
の
推
薦
に
つ
い
て

議
案
第
６
号　

﹁
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
国
際
貿
易

交
渉
か
ら
北
海
道
を
守
り
抜
く
決
議
﹂

の
採
択
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

議
案
第
７
号　

第
66
回
通
常
総
会
の
対

応
に
つ
い
て

　

報
告
事
項

次
の
事
項
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

①
平
成
25
年
産
規
格
外
小
麦
本
精
算
に

つ
い
て

②
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
家
畜
診
療

所
運
営
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

③
大
豆
・
麦
等
生
産
体
制
緊
急
整
備
事

業
に
伴
う
コ
ン
バ
イ
ン
リ
ー
ス
取
引
賃

借
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

④
実
地
棚
卸
及
び
棚
卸
資
産
再
評
価
要

領
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

付
議
事
項

次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
１
号　

税
効
果
積
立
金
の
取
り

崩
し
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

平
成
25
年
度
事
業
報
告
︑

貸
借
対
照
表
︑
損
益
計
算
書
︑
剰
余
金

処
分
案
︑
付
属
明
細
書
及
び
注
記
表
の

承
認
に
つ
い
て

議
案
第
３
号　

Ｊ
Ａ
冬
季
懇
談
会
の
意

見
集
約
に
つ
い
て

議
案
第
４
号　

第
66
回
通
常
総
会
の
開

催
及
び
提
出
議
案
に
つ
い
て

議
案
第
５
号　

清
里
町
農
業
委
員
会
委

員
の
推
薦
に
つ
い
て

議
案
第
６
号　

清
里
町
農
業
振
興
計
画

策
定
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

議
案
第
７
号　

清
里
町
農
業
振
興
資
金

運
用
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

議
案
第
８
号　

平
成
26
年
度
内
部
監
査

方
針
及
び
監
査
計
画
に
つ
い
て

　

報
告
事
項

次
の
事
項
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

①
平
成
25
年
産
原
料
て
ん
菜
本
精
算
に

つ
い
て

②
自
己
査
定
の
結
果
に
つ
い
て

③
労
働
保
険
事
務
組
合
の
平
成
25
年
度

徴
収
・
納
付
状
況
に
つ
い
て

④
平
成
25
年
度
単
体
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
計
算
書
に
つ
い
て

第
３
回	

４
月
３
日

人
事
異
動
発
令

■
平
成
26
年
４
月
１
日
付
を
も
っ
て
人

事
異
動
の
発
令
が
あ
り
ま
し
た
。

（　

）
は
異
動
前
の
所
属
部
門

○
鈴
木　

隆
信

　

業
務
部
燃
料
自
動
車
課
課
長

（
業
務
部
燃
料
自
動
車
課
主
幹
）

○
杉
山　

裕
紀

　

業
務
部
燃
料
自
動
車
課
主
幹

（
で
ん
粉
製
造
部
製
造
課
主
幹
）　

○
太
田　

智
之

　

管
理
部
金
融
課
主
幹
兼
営
農
部

　

経
営
課
主
幹

（
管
理
部
金
融
課
主
幹
）

○
林　
　

繁
樹

　

で
ん
粉
製
造
部
製
造
課
勤
務

（
営
農
部
農
畜
産
課
主
幹
）

○
植
村　

達
也

　

管
理
部
管
理
課
兼
審
査
課
勤
務

（
管
理
部
管
理
課
勤
務
）

○
近
藤　

隆
司

　

業
務
部
業
務
課
勤
務

（
業
務
部
業
務
課
準
職
員
）

　
■
平
成
26
年
度
の
採
用
が
あ
り
ま
し
た
。

　

１
月
１
日
付

○
岩
崎　
　

護

　

業
務
部
燃
料
自
動
車
課
準
職
員

　

４
月
１
日
付

○
吉
田　

逸
人

　

管
理
部
共
済
課
勤
務

○
上
田　
　

稜

　

営
農
部
農
畜
産
課
勤
務

■
退
職
の
お
知
ら
せ

　

３
月
31
日
付

○
小
坂　

昭
雄
（
業
務
部
燃
料
自
動
車

　
　
　
　
　
　
　

課
課
長
）

○
真
坂　

義
孝
（
業
務
部
燃
料
自
動
車

　
　
　
　
　
　
　

課
主
査
）

○
山
崎
美
智
子
（
管
理
部
共
済
課
準
職
員
）
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色
々
な
事
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
６
年
６
月
に
農
工
連
が
解
散
と

な
り
、
Ｊ
Ａ
清
里
町
に
移
管
後
、
製
造

課
で
３
年
９
か
月
勤
務
致
し
ま
し
た
。

当
初
は
Ｊ
Ａ
の
組
織
に
馴
染
め
ず
苦
労

し
ま
し
た
が
、
皆
様
の
お
か
げ
で
勤
め

上
げ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
に
経
営
課
に
異
動
と
な
り
、

10
年
間
地
区
担
当
員
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
鹿
柵
事
業
で
、
緑
・
江
南
・

美
里
地
区
の
山
の
中
を
歩
き
な
が
ら
測

量
し
た
事
、
営
農
集
団
の
再
編
、
町
内

農
協
の
合
併
等
が
思
い
出
と
し
て
残
っ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
平
成
20
年
に
は
、
業
務
課

に
異
動
と
な
り
、
３
年
間
肥
料
・
農
薬
・

資
材
等
に
携
わ
り
、
心
地
良
い
汗
を
か

い
た
事
が
思
い
だ
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
23
年
か
ら
は
、
燃
料
自
動
車
課

に
異
動
と
な
り
、
業
務
課
と
同
じ
く
購

買
部
門
の
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。
最
初

は
不
慣
れ
な
た
め
、
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
致
し
ま
し
た
が
、
組
合
員
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、
年
々
売

上
実
績
を
伸
ば
せ
ま
し
た
事
は
、
心
よ

り
感
謝
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
農
業
・
農
協
を
巡
る
情
勢
は

厳
し
さ
を
増
し
、
４
月
か
ら
は
消
費
税

が
８
％
に
増
税
さ
れ
、
翌
年
10
月
か
ら

は
10
％
に
増
税
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
り

ま
す
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
つ
い
て
も
参

加
表
明
は
し
た
も
の
の
交
渉
が
越
年
し
、

依
然
不
透
明
な
状
況
で
、
今
後
の
農
業

定
年
退
職
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
坂　

昭
雄

　

陽
春
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
事
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
春
耕
期
を
間
近

に
控
え
、
ハ
ウ
ス
内
の
育
苗
管
理
作
業
と
、

農
作
業
に
万
全
を
期
す
べ
く
準
備
作
業
に

大
変
お
忙
し
い
日
々
を
お
過
ご
し
の
事
と

推
察
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
私
こ
と
、
こ
の
度
3
月
31
日
付

を
も
ち
ま
し
て
、
Ｊ
Ａ
清
里
町
を
定
年

退
職
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

昭
和
49
年
11
月
に
斜
里
郡
農
工
連
に

入
会
し
、
そ
の
後
の
Ｊ
Ａ
清
里
町
で
の

勤
務
を
含
め
、
39
年
５
カ
月
の
永
き
に

亘
り
、
奉
職
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
組
合

員
の
皆
様
を
始
め
、
役
職
員
皆
様
の
ご

指
導
、
ご
厚
情
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

顧
み
ま
す
と
、
昭
和
49
年
に
農
工
連

に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
当
時
は
、

仕
事
の
経
験
不
足
も
あ
り
、
操
業
期
間

中
約
１
０
０
日
間
は
、
一
度
も
休
み
が

な
く
、
朝
７
時
か
ら
夜
７
時
ま
で
勤
務

し
た
事
、
馬
鈴
薯
の
生
育
・
登
熟
調
査

を
真
夏
の
炎
天
下
の
中
で
行
っ
た
事
等
、

お
陰
と
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

顧
み
ま
す
と
、
昭
和
44
年
当
時
大
半
の

人
は
ト
ラ
ク
タ
ー
で
農
作
業
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
わ
ず
か
で
す
が
馬
で
作
業
す
る

人
達
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
作
業
機
の

能
力
に
お
い
て
も
現
在
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
差
が
有
り
、
創
意
工
夫
し
た
人

も
多
か
っ
た
と
推
察
し
ま
す
。
又
、
今
の

よ
う
に
乗
用
車
が
普
及
し
て
お
ら
ず
、
２

ｔ
ト
ラ
ッ
ク
が
農
家
の
人
た
ち
の
足
代
わ

り
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ン
バ
イ
ン
の
整
備
を
担
当
し
て
い

た
せ
い
か
麦
の
収
穫
時
期
に
は
心
が
落

ち
着
か
ず
、
畑
の
状
態
や
天
候
が
気
に

な
り
、
整
備
等
に
不
都
合
が
な
い
よ
う

に
配
慮
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。
何
日

も
不
眠
不
休
で
仕
事
を
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
当
時
の
コ
ン
バ
イ
ン
は
今

ほ
ど
能
力
が
な
く
比
較
に
な
ら
な
い
ほ

ど
劣
っ
て
い
ま
し
た
。
刈
取
日
数
も
長

期
間
に
渡
り
苦
労
さ
れ
た
事
が
思
い
出

さ
れ
ま
す
。

　

農
業
情
勢
に
つ
い
て
は
環
太
平
洋
連

携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
参
加
に
向
け

て
大
き
な
ヤ
マ
場
を
迎
え
る
中
、
米
国

な
ど
は
日
本
に
対
し
農
産
物
の
重
要
品

目
を
含
め
関
税
撤
廃
を
求
め
続
け
厳
し

い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
更

に
政
府
は
ど
の
よ
う
な
交
渉
を
求
め
て

い
く
の
か
十
分
な
情
報
が
伝
わ
っ
て
こ

な
い
の
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
不
安
感
と

情
報
不
足
か
ら
生
産
現
場
で
の
将
来
を

見
通
せ
ず
投
資
が
出
来
な
い
農
業
者
も

に
対
す
る
不
安
は
増
す
ば
か
り
で
す
が
、

組
合
員
の
皆
様
が
協
同
組
合
運
動
に
結

集
し
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
難

局
を
乗
越
え
、
清
里
町
農
業
が
更
な
る

発
展
を
遂
げ
ら
れ
る
様
、
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆

様
を
は
じ
め
役
職
員
皆
様
の
末
永
い
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

簡
単
粗
辞
で
恐
縮
で
す
が
、
退
職
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

長
い
間
、
大
変
お
世
話
に
な
り
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

定
年
退
職
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
坂　

義
孝

　

組
合
員
の
皆
様
は
、
春
耕
期
を
迎
え
ハ

ウ
ス
管
理
、
播
付
等
の
準
備
に
向
け
て
大

変
お
忙
し
い
事
と
ご
推
察
致
し
ま
す
。

　

さ
て
私
こ
と
、
こ
の
度
３
月
31
日
付

を
も
ち
ま
し
て
定
年
退
職
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
在
職
中
は
組
合
員
の
皆
様

を
始
め
、
役
職
員
の
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昭
和
44
年
４
月
に
入
組
を
し
て
機
械
セ

ン
タ
ー
一
筋
に
45
年
間
の
永
き
に
亘
り
奉

職
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
無
事

に
働
き
続
け
ら
れ
た
の
も
組
合
員
皆
様
の

退
職
の
ご
挨
拶
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子
育
て
時
期
に
入
り
一
度
退
職
を
致
し

ま
し
た
が
、
再
度
お
誘
い
が
あ
り
、
平

成
元
年
か
ら
準
職
員
と
し
て
機
械
セ
ン

タ
ー
か
ら
再
ス
タ
ー
ト
を
し
て
居
り
ま

し
た
。
平
成
３
年
12
月
に
は
悲
し
い

出
来
事
（
山
崎
享
年
40
歳
）
が
起
こ

り
、
人
生
こ
ん
な
事
も
あ
る
ん
だ
な
と

途
方
に
暮
れ
て
居
り
ま
し
た
が
、
皆
様

か
ら
の
暖
か
い
励
ま
し
の
言
葉
や
多
大

な
る
ご
支
援
、
ご
配
慮
を
頂
き
、
感
謝

の
日
々
で
し
た
。
平
成
６
年
か
ら
は
Ｊ

Ａ
共
済
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

春
の
共
済
一
斉
推
進
か
ら
恒
常
推
進
と

組
合
員
宅
を
訪
問
し
共
済
加
入
を
頂
い

た
り
、
ま
た
窓
口
で
は
、
共
済
に
対
す

る
問
い
合
わ
せ
や
、
世
間
話
し
等
、
組

合
員
の
皆
様
か
ら
は
本
当
に
声
を
掛
け

て
頂
き
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
共
済
の
仕
事
は
21
年
間
、
通
算
し

て
35
年
間
の
長
き
に
亘
り
組
合
員
の
皆

様
、
役
職
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
厚
情
を

受
け
、
無
事
に
勤
め
を
終
え
る
事
が
出

来
ま
し
た
。

　

農
業
情
勢
は
日
々
変
化
を
重
ね
ま
す

が
、
清
里
町
農
業
は
先
人
か
ら
受
け
継

い
だ
強
い
基
盤
が
あ
り
ま
す
。
今
後
の

清
里
町
農
業
が
益
々
ご
発
展
さ
れ
ま
す

様
、
ま
た
組
合
員
、
役
職
員
の
皆
様
の

末
永
い
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
退
職
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
長
い
間
、
大
変
お
世
話
に
成

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心

か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
１
月
21
日
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部

（
青
野
静
香
部
長
）
は
農
協
２
階
会
議

室
に
お
い
て
清
里
町
保
健
福
祉
課
の
佐

藤
知
佳
子
保
健
師
を
招
き
、「
体
の
変

化
に
つ
い
て
感
じ
よ
う
。
〜
女
性
ホ
ル

モ
ン
に
つ
い
て
〜
と
題
し
学
習
会
を
開

催
し
、
34
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

妊
娠
、
出
産
後
に
起
こ
る
骨
盤
底
の

ダ
メ
ー
ジ
や
肥
満
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
及

び
そ
の
解
消
法
、
更
年
期
障
害
、
子
ど

も
の
基
礎
体
温
に
つ
い
て
等
ス
ラ
イ
ド

を
使
っ
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
講
師

の
年
齢
も
近
く
ま
た
子
育
中
と
の
事
で

同
じ
立
場
で
話
を
し
て
頂
き
、
興
味
深

く
、
皆
さ
ん
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
る

様
子
で
し
た
。
そ
の
後
女
性
の
体
に
つ

い
て
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
、
役
員
さ

ん
の
進
行
も
ス
ム
ー
ズ
で
部
員
の
皆
さ

ん
か
ら
は
沢
山
の
意
見
が
出
て
い
ま
し

た
。
学
習
会
の
会
場
の
片
隅
に
子
供
が

遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
て
い
た
の
は
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
ら
し
い
気
配
り
と

感
じ
ま
し
た
。

　

皆
で
昼
食
を
取
り
、
午
後
か
ら
は
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
ス
ポ
ー
ツ
交

流
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
マ
フ

ラ
ー
や
バ
ケ
ツ
を
使
っ
た
競
技
な
ど
手

作
り
感
の
あ
る
、
見
て
い
て
も
楽
し
め

る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
運
動
が
苦
手

な
方
で
も
楽
し
く
体
を
動
か
し
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。
参

加
賞
に
は
ス
ィ
ー
ツ
が
配
ら
れ
大
変
好

評
で
し
た
。

　　

い
る
は
ず
で
す
。
食
料
供
給
と
い
う
大

き
な
責
任
と
役
割
を
果
た
す
た
め
に
も

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
妥
協
す
る
こ
と
が
許
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

今
後
の
農
業
に
対
す
る
不
安
は
増
す

ば
か
り
で
す
が
、
断
固
阻
止
に
向
け
組

合
員
の
皆
様
と
役
職
員
が
一
丸
と
な
り

難
局
を
乗
り
越
え
て
い
か
れ
る
こ
と
を

信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆

様
、
役
職
員
の
皆
様
の
末
永
い
ご
健
勝

と
ご
多
幸
、
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
退
職
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

長
い
間
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

退
職
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
美
智
子

　

陽
春
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
春

耕
期
の
準
備
等
で
、
お
忙
し
い
毎
日
の

事
と
ご
推
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
こ
と
、
こ
の
度
３
月
31
日

付
を
も
ち
ま
し
て
Ｊ
Ａ
清
里
町
を
退
職

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

昭
和
48
年
４
月
に
入
組
し
、
札
弦
支

所
勤
務
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
昭

和
52
年
か
ら
は
本
所
に
異
動
し
金
融
課

出
納
係
や
農
畜
産
課
販
売
係
を
勤
め
ま

し
た
。
昭
和
57
年
か
ら
63
年
ま
で
は
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
冬
期
学
習
会
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

　　

体
の
変
化
に
つ
い
て
感
じ
よ
う
。

　
　
　
　
　

〜
女
性
ホ
ル
モ
ン
に
つ
い
て
〜
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★
抱　

負

　

私
は
、
昨
年
12
月
に
ホ
ク
ト
ヤ
ン

マ
ー
を
退
職
し
、
１
月
よ
り
燃
料
自
動

車
課
に
勤
務
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

機
械
セ
ン
タ
ー
は
現
場
の
仕
事
、
組

合
員
の
皆
様
と
接
す
る
仕
事
が
多
く
迅

速
な
対
応
が
要
求
さ
れ
る
部
署
だ
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。
先
輩
方
の
指
導
の
下
、

一
日
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
皆
様
方
の

要
望
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。
失
敗
や
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
事

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
清
里
町
の
農

業
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

★
抱　

負

　

私
は
こ
の
春
に
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
を
卒

業
し
、
共
済
課
に
勤
務
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。

　

ま
だ
勤
務
し
て
か
ら
間
も
な
い
の
で

す
が
、
そ
の
短
い
時
間
で
も
覚
え
る
べ

き
こ
と
は
非
常
に
多
く
追
わ
れ
る
よ
う

に
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
先
輩
方
の
ご
指
導
に
よ
り
少
し
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
で
き
る
事
が

日
々
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。　
　
　

　

ま
だ
未
熟
者
で
あ
り
、
多
く
の
失
敗

や
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
し
ま
う
と
思

い
ま
す
が
、
一
日
で
も
早
く
戦
力
に
な

れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

★
抱　

負

　

私
は
こ
の
春
に
釧
路
公
立
大
学
を
卒

業
し
、
農
畜
産
課
に
勤
務
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

　

農
畜
産
課
は
組
合
員
の
皆
様
と
顔
を

合
わ
せ
る
機
会
が
多
く
、
ま
た
、
組
合

員
の
皆
様
が
生
産
し
た
農
産
物
を
取
り

扱
う
仕
事
な
の
で
、
人
一
倍
責
任
感
を

持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
今
は
、

先
輩
方
か
ら
指
導
し
て
頂
い
た
事
を

し
っ
か
り
聞
き
、
理
解
し
、
身
に
付
け

ら
れ
る
よ
う
に
日
々
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け

す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

岩
いわさき

崎　　護
まもる

①昭和56年１月10日（33歳）
②清里町
③札幌学院大学
④バスケットボール
⑤業務部燃料自動車課

吉
よしだ

田　逸
はやと

人
①平成２年７月５日（23歳）
②札幌市
③ＪＡカレッジ
④柔道、演劇
⑤管理部共済課

上
うえだ

田　　稜
りょう

①平成４年２月４日（22歳）
②羽幌町
③釧路公立大学
④野球、温泉巡り
⑤営農部農畜産課

 

新
規
採
用
職
員
を

   
　
　
ご
紹
介
し
ま
す

①
生
年
月
日　
　

②
出
身
地　
　

③
出
身
校　
　
　

④
趣
味
・
特
技

⑤
配
属
先　
　
　

組合員状況
〈平成 26年５月１日現在〉

■組合員数　　　　〈前回報告より〉
正組合員（個人） 223名　（変動なし）
　 〃 　（法人） 11法人（１法人増）
准組合員（個人）1,320名　（３  名  減）
〃 （法人） 0法人（変動なし）

　 〃 　（団体） 25団体（変動なし）
（合計）1,579

　

こ
の
度
、
清
里
町
農
業
・
農
協
の
基

盤
を
広
い
見
識
と
洞
察
力
で
し
っ
か
り

と
支
え
て
い
た
だ
い
た
事
は
も
と
よ
り
、

農
業
技
術
・
組
合
員
指
導
に
ご
尽
力
を

賜
り
ま
し
た
第
１
営
農
集
団
成
戸
昌
道

氏
、
ま
た
小
坂
昭
雄
氏
、
真
坂
義
孝
氏

よ
り
、
後
継
者
育
成
基
金
委
員
会
へ
篤

志
に
よ
り
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

「
農
業
後
継
者
の
育
成
の
為
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
お
心
に
添
え
る

よ
う
運
用
基
準
の
範
囲
内
で
農
業
後
継

者
（
青
年
部
・
女
性
部
）
の
専
門
教
育

や
学
校
・
施
設
へ
の
修
学
に
有
効
に
活

用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

◆
篤
志
に
よ
る
寄
贈

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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の
で
、
功
績
の
概
要
と
し
て
は
①
国
営

直
轄
明
渠
排
水
事
業
、
畑
地
帯
総
合
土

地
改
良
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
を
始
め
、
各

種
農
業
農
村
整
備
事
業
を
積
極
的
に
推

進
し
、
畑
地
帯
に
お
け
る
生
産
基
盤
の

確
立
と
生
産
性
の
向
上
、
農
家
経
営
の

安
定
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
事
、
②

大
規
模
畑
作
経
営
を
展
開
し
て
お
り
、

地
域
農
業
の
振
興
発
展
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
事
、
③
農
地
等
地
図
情
報
を

積
極
的
に
活
用
し
地
域
に
お
け
る
市
町

村
、
農
業
委
員
会
等
と
の
情
報
の
共
有

化
を
進
め
る
事
、
広
域
的
な
取
り
組
み

に
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　
生
活
習
慣
病
に
は
、
が
ん
・
高
血
圧
・

脳
卒
中
・
心
筋
梗
塞
・
糖
尿
病
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
が
ん
を
防
ぐ
食
べ

物
と
し
て
は
、
野
菜
と
果
物
を
し
っ
か

り
取
る
こ
と
が
基
本
で
す
。
野
菜
や
果

物
に
は
食
物
繊
維
や
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
が

多
く
入
っ
て
い
て
、
多
く
取
る
人
ほ
ど

食
道
が
ん
や
胃
が
ん
の
危
険
度
を
下
げ

ま
す
。

　

漬
物
や
塩
蔵
食
品
（
塩
蔵
た
ら
こ
）

な
ど
高
塩
分
の
食
材
は
、
胃
が
ん
の
危

険
度
を
上
げ
ま
す
の
で
控
え
め
に
し
ま

す
。
ま
た
赤
肉
（
牛
、
豚
、
羊
の
肉
）、

加
工
肉
（
ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
ベ
ー

コ
ン
な
ど
）
の
大
量
摂
取
は
、
大
腸
が

ん
の
危
険
度
を
上
げ
ま
す
が
、
毎
日
で

も
１
日
１
０
０
ｇ
以
内
な
ら
問
題
あ
り

ま
せ
ん
。
逆
に
肉
類
が
不
足
し
過
ぎ
る

と
血
管
が
弱
ま
り
、
脳
出
血
な
ど
の
危

険
度
を
高
め
ま
す
の
で
、
適
切
な
量
を

取
る
こ
と
が
重
要
で
す
。　

　
肉
や
魚
の
タ
ン
パ
ク
質
を
焼
い
て
で

き
る
焦
げ
に
は
、
発
が
ん
物
質
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
極
端
に
多
く
食
べ
な

け
れ
ば
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
唐
辛
子

な
ど
辛
味
の
強
い
食
材
は
現
状
で
は
が

ん
の
危
険
度
と
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
か
ら
食
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

喫
煙
は
肺
が
ん
を
は
じ
め
ほ
と
ん
ど
の

が
ん
の
危
険
度
を
高
め
、
ま
た
過
度
の

飲
酒
は
肝
が
ん
、
大
腸
が
ん
な
ど
多
く

の
が
ん
の
危
険
度
を
高
め
ま
す
。
た
ば

こ
は
受
動
喫
煙
に
も
注
意
し
、
飲
酒
す

る
場
合
は
日
本
酒
換
算
で
１
日
１
合
程

度
に
と
ど
め
ま
す
。

　

高
血
圧
症
、
脳
卒
中
の
予
防
に
は
、

何
と
い
っ
て
も
塩
分
の
制
限
が
必
要
で

す
。
日
本
人
は
塩
分
を
好
む
傾
向
に
あ

る
の
で
、
自
分
で
は
そ
ん
な
に
取
っ
て

い
な
い
つ
も
り
で
も
、
実
際
は
か
な
り

の
量
を
取
っ
て
い
ま
す
。
今
の
３
分
の

２
ぐ
ら
い
に
す
る
つ
も
り
で
努
力
し
て

く
だ
さ
い
。

　
糖
尿
病
に
つ
い
て
は
、
い
つ
も
食
べ

過
ぎ
に
注
意
し
肥
満
に
な
ら
ぬ
よ
う
努

力
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

生
活
習
慣
病
を
防
ぐ
食
べ
物

佐
久
総
合
病
院
名
誉
院
長
●
松
島
松
翠

　

去
る
３
月
27
日
、
北
海
道
土
地
改
良

事
業
団
体
連
合
会
第
39
回
特
別
功
労
賞

表
彰
式
が
札
幌
市
内
に
て
行
わ
れ
、
当

Ｊ
Ａ
が
団
体
部
門
で
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
多
年
に
亘
り
本
道
の

土
地
改
良
事
業
の
推
進
と
発
展
に
顕
著

な
功
績
の
あ
っ
た
団
体
に
贈
ら
れ
る
も

◆
土
地
改
良
事
業
功
労
表
彰

　

団
体
の
部　

特
別
功
労
表
彰
受
賞
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発
行
／
清
里
町
農
業
協
同
組
合

　
　
　

北
海
道
斜
里
郡
清
里
町
羽
衣
町
２
番
地

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
１
５
２­

︱
２
５
︱
２
２
１
１　

〒
０
９
９
︱
４
４
０
５

編
集
／
組
合
だ
よ
り
編
集
委
員
会

印
刷
／
星
印
刷
工
業
株
式
会
社

も や し

　もやしは穀物や豆を発芽させ、軸が少

し伸びたもの。若い芽がぐんぐん伸びる、

芽が「萌（も）え出る」という意味から「も

やし」の名が付いたといわれています。

　豆の種類によって「緑豆もやし」「ブ

ラックマッペ」などがあり、大豆を発芽

させた「豆もやし」は大きな豆が付いて

いるのが特徴です。一年中手に入り、天

候に左右されず、価格が安定しているの

で、食卓の強い味方です。選ぶときは先

端までしっかりとしていて張りのある物

を。芽や根が変色したり、しおれている

ものは避けましょう。

　見た目は白くて細く、弱々しいイメー

ジですが、実は、美肌に効果のあるビタ

ミンＣや代謝に関わるビタミンＢ群、そ

もやし……………………１袋（250g）

Ａ
　塩……………………小さじ 1/6

　　サラダ油……………大さじ 1/2

Ｂ
　長ネギ………………………10 ㎝

　　ニンニク……………小１片（５g）
　　ショウガ……………小１片（５g）
ニラ………………………1/2 束（50g）
豚ひき肉…………………………100g

（１）Ｂの野菜はみじん切りにします。ニラは３〜４㎝長さに切ります。Ｃは

　　　合わせます。

（２）フライパンにもやしとＡを入れて混ぜます。ふたをして、中火で約２分

　　　蒸し煮します。ふたを取って約２分炒め、水分をよく飛ばし、一度取り

　　　出します。

（３）フライパンに油を温め、Ｂの野菜を弱火で炒めます。香りが出てきた ら、

　　　豆板じゃんを加えてなじませます。

（４）（３）にひき肉を加えてほぐしながら、ぱらぱらになるまで中火で炒め

　　　ます。

（５）Ｃをもう一度よく混ぜて加え、混ぜます。煮立ったら、もやし、ニラの

　　　順に加えて、さっと炒め合わせ、火を止めます。

サラダ油……………………大さじ 1/2
豆板じゃん…………………小さじ 1/2

Ｃ

　てん麺じゃん……………大さじ１
　　酒…………………………大さじ２
　　しょうゆ………………大さじ 1/2
　　砂糖……………………小さじ 1/2
　　中華スープのもと……小さじ 1/2
　　かたくり粉……………大さじ 1/2

の他、カリウムや食物繊維が含まれてい

ます。ビタミンＣは熱に弱いので、加熱

するときは手早くするのがポイントで

す。

　もやしは癖がないので、いろいろな食

材との相性が良く、炒め物やあえ物、サ

ラダに向きます。料理するときは、多少

手間はかかりますが、ひげ根の部品を取

ると、料理の仕上がりがきれいなだけで

はなく、食べたときの口当たりも良くな

ります。最近では、ひげ根を取った「根

切りもやし」も売られています。

　炒め物の場合は、しゃきっとした食感

に仕上げるために、しっかり水を切るこ

とも大切です。水気が残っていると、加

熱中に水が出てしまい、水っぽくなりま

す。大きめのフライパンを使うなど、一

気に熱が通るようにするとよいでしょ

う。余熱で軟らかくなるので加熱は短め

にします。

　保存するときは、空気に触れると変色

しやすいので、使いかけは袋の空気をで

きるだけ抜いて口を閉じ、野菜室に入れ

ます。傷みやすいので、１〜２日で使い

切りましょう。

RECIPE マーボー
もやし

ベターホームのお料理教室

食の
はなし

 みずみずしさとしゃきっとした触感が特徴

調理時間

20分
材料（２人分）

作り方 （1人分240kcal）

撮影　大井一範


